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1994年10月16日 か ら1995年10月15日 までの一 年
間，科学技術庁長期在外研究員制度に より ，ハ ワ イ
大学気象学教室に客員研究員と して滞在する機会を
も ち ました。私の在外研究の課題は 「西太平洋地域
の熱帯擾乱の活動 とア ジアモンスー ン変動に関する
研究」と い うも のです。ハ ワ イ大学を選んだのは，
熱帯気象学の分野で輝かしい伝統と 実績をも ってお
り ，その研究環境なら びに一 年中卓越する貿易風下
のハ ワ イの気候を，熱帯気象を研究する者として直
に体験したいと 思 ったか ら です。
ハ ワ イ 大学は，ハ ワ イ 州の州立大学です。気象学
教 室 はSchool of  Ocean and Earth Science and 
Technology (SOEST) に属していま す。ハ ワ イ のま
わ りは大海原ですか ら ，当然ながら海洋学，海洋工
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学の分野が大 きな比重を占めていま す。海洋大気庁
(NOAA) とハ ワ イ大学合同の研究機関 (JIMAR)
も あ り ，そ こ はエ ルニー ニ ョの解明，予測を め ざし
た，西太平洋域でのTOGA/COARE （大気海洋結合
応答実験）計画を推進 した とこ ろでも あり ます。私
はJIMARの客員研究員でも あったので，研究には好
環境でし た。私の受入担当教官は中 国人のWang教
授で，彼は数多くの研究プロジェ クトを も ち，9 人




い る かの よう でした。しかし，彼 らと のディ スカ ッ
シ ョン は私に と っ て非常に有意義なも のでした。全
米の大学に言えるこ とですが，気象学教室だけみて
いても ，研究プロジェ クトを取って こ れない教授や
助教授は，RAを雇うフ ァ ンドがないと い う 厳 しい
現実があり ます。研究補助者がいな ければ，研究業
績は限ら れてく るので，益々フ ァ ンド を得るのが困
難にな ると い う 悪循環に陥り ます。逆に，Wang教
授のよう に，多 くの研究補助者を雇 って い る 人は，
毎年数多 く の共著論文が生産 さ れる こ と にな り，多
く のフ ァン ドが得ら れやすい環境を作り 上げます。
ただ，そのためには相当の研究能力を必要とするこ
と は間違いあり ません。実際に，彼は2 週間毎の研
究の進捗状況を 報告す るこ とを 義務づけており ，
RA も大変ですが，適切な研究指導を常に9 人に し
ていかなければなら ない彼は もっ と大変です。私は
客員研究員の立場ですから ，黙って い たら本当に
“お客さ ん” に な って しま い ます。その意味で，私
に とっ て こ の一 年間は大学院生に戻った気持ちで研
究に専念でき た貴重な時間でした。
ハ ワ イの気候は一 年間吹 き 続ける北東貿易風によ
っ て特徴づけら れ ます。ハ ワ イ 大学のメイ ン・キ ャ
ンパス はオ アフ島ホ ノルル市にあり ますが，詳 しく
言いますと ，オ ア フ 島北西から南東に走るコ オ ラウ
山脈の，その風下側，初期の開拓民が入植したマノ
ア谷の入口に位置していま す。山脈の走向に対して，
北東貿易風が衝突し ま すか ら ，風上側で相当量の地
形性降水がもた らされま す。写真は，た ま たま貿易
風が弱い時で雲に隠されていない山脈の風上側の斜
面をみたものです。斜面が鋭 く 浸食されている のが
よ くわかると 思い ま す。冬季は一 般的にストー ムの
季節で，風下側にある大学キャ ンパスに も雨雲が吹
き 越 してき て，シ ャ ワー を も た らし ま す。毎日朝夕
のシ ャ ワー が特徴的ですが，日 中 も 間欠的に シャ ワ
ーがあ り私に とっ ては興味深い現象です。こ の間欠
的なシ ャ ワー の合い間には強い日 射があ り ，こ れに
よ ってマノア谷のと ころ では，冬季はほと ん ど毎日
虹が見えま す。友人が住んでいる ワイキキの高層コ
ン ドミ ニアムに何度か訪れたのですが，30階の窓か
ら 臨むマノア谷の入口に完璧な虹が見 え た時には，
ま るでアー チ型のゲー ト のよ う で感動し た こと を覚
えてい ま す。こ の「虹」はハ ワ イ大学のシ ンボルマ
ー ク で も あり ，ス ポー ツ ウェ ア を はじめ として，売
店には虹のデザインがなさ れたグ ッズがあふれてい
ます。キ ャンパスのすぐ近 くの教職員宿舎に住んで
いたのですが，頻繁な シャ ワー に悩まさ れました。
しかし，こ の雨 も マノア谷まで。吹き越してく る雨
雲はワイ キキ付近の海岸に近づ くと 急速に弱まり ま
す。オ ア フ 島観光の一 大拠点であるワ イキキ地区は
ま さに一 年中乾燥した絶好の地域にあるのです。
ハ ワ イ の 自然災害で最も 恐いのはハ リ ケー ン と津
波です。1992年 9 月 にハ リ ケー ン “ Iniki ’' がハ ワ イ
諸島北端の カ ウ ア イ島に上陸 し ました。高潮や強風
に よ る家屋の倒壊はすさま じく ，ま るで複数の巨大
な トルネー ドに襲われたよ うな被害でした。ハ ワ イ
には頻繁に はハ リ ケー ン は接近 し ませんが，ハ リ ケ
ー ンの発生域 と そ う離れていないため，い ったん巨
大ハ リ ケー ンが発生すると ，数日で襲来し ま す。図
はInikiの発達経路を示 した ものですが，発生から わ
ずか3 日 で襲来し ました。1994年は夏から秋にかけ
て 4つの大型ハ リ ケー ンが接近 しました。気象学教
室の解析によ る と，エ ルニー ニ ョ年はハ ワ イの南の




1992年 9月 にカ ウアイ島を直撃した巨大ハリケー
ンl の発達経路（ 日刊紙Honolulu Advertiser から
引用）
が増え る そ うです。ま た，ハ ワ イには津波監視セン
ター があり ，海底地震計の観測網で津波の警戒を し
ていますが，J‘卜I予算の関係で観測網の空白域があ り ，
地震計の設置を急ぐ よう にJ‘卜1に働き かけてい ま す。
一年間滞在 してみると ，居住者の立場でハ ワ イ の
い ろ いろな側面がみえてきます。太平洋の楽園と し
て依然 として観光客を魅き つけていますが，州の産
業は結局のと ころ観光と軍需産業だけです。日本の
投資に踊 らさ れたあげく，バブルの崩壊と 共に州予
算は膨大な赤字を抱え込み ました。ハ ワ イ 大学 も 大
幅な予算削減や一 部職員の解雇が行われていま す。
一方では，先住民や移民などの人種間の複雑な問題
が依然 として存在 していま す。例えば，日系人は高
齢化が顕著であり ，21世紀初めに は確実にマイノ リ
テ ィー に転落すると言われていま す。近い将来の全
人口に対する各民族の占める比率の変化が，新 しい
問題を生むかも しれません。しかしながら，ハ ワ イ
に住んでい る 人々 が もっ ている自信と 寛容に満ちた
ァロハ ・ ス ピリ ットは今後も 生 き 続けるこ と は確か
だ と 思い ます。
こ の場を借り て，在外研究中お世話にな りま した
多 くの方 に々感謝 したいと 思い ま す。
（気圏 ・ 水圏地球科学技術研究部 J 11村
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50個観測さ れ最大地震は1 月21日 04時22分，
深さ6 kmであっ た。
山梨 ・ 静岡 ・神奈川県境付近で1 月2 日12時50
分，M2.7, 深さ21kmの地震が発生し，6 日か ら地
震が少 し北へ移動 し，月 末 ま で に小 ・微小地震が25
個観測された。
駿河湾では小 ・ 微小地震が8 個観測さ れた。
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渡部 勲 （気圏 ・ 水圏地球科学技
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